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(２) 許可・届出を要しない工事（本市運用基準） 

以下に該当する場合は、建築物又は工作物の築造に必要な最小限の床掘及び埋戻しを含め、盛

土又はその他の土地の形質の変更にあたらないと判断します。 

なお、最小限の床掘及び埋戻しの範囲について、施工に係る余裕幅は 50cm 以下を標準とし、

工作物の高さが２ｍを超える場合で工作物の底版上に足場が設置できない場合は 170cm 以下を

標準とし、掘削勾配は、労働安全衛生法の基準に基づく勾配を標準とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6 最小限の床掘及び埋戻しの範囲 

 

① 既存擁壁の造り替え 

以下の要件をすべて満たす場合は、許可を要しない工事として取り扱います。なお、擁壁

の高さが２ｍを超える場合は、建築基準法に基づく工作物の確認が必要です。 

ア) 既存の擁壁が政令第８条第１項第二号又は第 17 条に定める形式であること。なお、

既存の擁壁が政令第８条第１項第二号又は第 17 条に定める形式であり、その上に異

なる構造（コンクリートブロック等）で嵩上げしている場合（以下「嵩上げ擁壁」と

いう。）も、既存擁壁の造り替えとして取り扱います。 

イ) 擁壁の高さが変わらないこと。既存の擁壁が嵩上げ擁壁である場合は、新たに築造す

る擁壁の高さが令第８条第１項第二号又は第 17 条に定める形式に適合する部分の擁

壁の高さであること。 

ウ) 擁壁前面の勾配が変わらないこと。既存の擁壁が嵩上げ擁壁である場合は、新たに築

造する擁壁前面の勾配が令第８条第１項第二号又は第 17 条に定める形式に適合する

部分の擁壁前面の勾配であること。 

エ) 擁壁前面と地盤面が交わるところの水平位置が変わらないこと。 

オ) 擁壁前面の地盤高が変わらないこと。 

カ) 崖の高さが変わらないこと。 

キ) 新たに築造する擁壁の上端に崖が生じないこと。 

ク) 最小限の床掘及び埋戻しの範囲外で同時に施工する盛土及び切土が、許可を要する

宅地造成又は特定盛土等に該当しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7 既存擁壁の造り替えに係る許可不要の要件 
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② 既存崖の防災対策 

以下の要件をすべて満たす場合は、許可を要しない工事として取り扱います。なお、擁壁

の高さが２ｍを超える場合は、建築基準法に基づく工作物の確認が必要です。 

ア) 既存の崖が擁壁で覆われていない又は崖を覆う既存の擁壁が政令第８条第１項第二

号又は第 17 条に定める形式に適合していないこと。ただし、既存の擁壁が、嵩上げ

擁壁である場合は、既存擁壁の造り替えとして許可の要否を判断します。 

イ) 新たに築造する擁壁の前面及び背面の水平位置が既存の崖の範囲内に収まっている

こと。 

ウ) 既存崖の下端の地盤高と新たに築造する擁壁前面の地盤高が変わらないこと。 

エ) 崖の高さが変わらないこと。 

オ) 最小限の床掘及び埋戻しの範囲外で同時に施工する盛土及び切土が、許可を要する

宅地造成又は特定盛土等に該当しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.8 既存崖の防災対策に係る許可不要の要件 

 

③ 擁壁の撤去又は崖面の切土による崖の除去 

擁壁の撤去又は崖面の切土により崖面を除去し、安定勾配で法面を整形する場合は、許可

を要しない工事として取り扱います。 

ただし、当該項目に定める切土を含め、同時に施工する盛土及び切土が、許可を要する宅

地造成又は特定盛土等に該当する場合は、許可の対象となります。 

なお、２ｍを超える擁壁の一部又は全部を撤去する場合には、「2.10 その他の届出（区

域指定時における工事、擁壁等の撤去、公共施設用地の転用）」により擁壁の撤去について

届け出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9 擁壁の撤去又は崖面の切土による崖の除去 
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④ 崖面を保護する機能を持つ建築物（ボックス型ガレージ等）の築造 

建築物の工事として取り扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.10 崖面を保護する機能を持つ建築物 
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